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ささえあいささえあい

・第７回  志布志市ボランティアまつり開催！（P.４）
・平成 24 年度 赤い羽根共同募金運動が始まります。（P. ２）
・平成 24 年度 志布志市金婚式について（P. ３）
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　赤い羽根で親しまれている『共同募金
運動』が今年も１０月１日から１２月３１日
まで実施されます。
（１２月の１ヶ月間は「歳末たすけあい」
運動月間）

　昨年、志布志市では、一般募金：６，
１０１，１２４円、歳末たすけあい募金：１，
７１１，７００円と多くの市民の皆さんか
ら募金が寄せられました。皆様方の温か
い善意に厚く感謝申し上げます。

　昨年、共同募金へ寄せられました皆様
方の善意は、今年度に鹿児島県共同募
金会より志布志市社会福祉協議会へ配
分され、志布志市の福祉の充実、発展
のために幅広く活かされております。

　本年度も、『赤い羽根共同募金運動』
の趣旨をご理解いただきまして、皆様方
のご協力をお願い申し上げます。

平成２４年度　志布志市の目標額
　○一 　 般 　 募 　 金 ６，２４０，０００円
　○歳末たすけあい募金 １，７４０，０００円
　　　　合　　計 ７，９８０，０００円

◎
敬
老
訪
問
事
業

（
事
業
費　
１
６
７
，
７
９
０
円
）

　

志
布
志
市
内
に
居
住
さ
れ
る
白
寿

（
99
歳
）
の
方
と
、
１
０
０
歳
以
上
の

方
へ
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
記
念
品
を

お
贈
り
し
ま
し
た
。

◎
福
祉
作
文
・
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

（
事
業
費　
２
６
３
，
７
１
４
円
）

　
小
・
中
学
生
を
対
象
に
「
第
６
回
志
布
志

市
福
祉
作
文
・
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施

し
、
福
祉
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◎
教
職
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座

（
事
業
費　
３
０
，
７
７
５
円
）

　
学
校
の
教
職
員
を
対
象
に
車
椅
子
の

体
験
や
高
齢
者
体
験
、
非
常
食
炊
き
出

し
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

◎
歳
末
年
越
し
そ
ば
・
弁
当
配
布

（
事
業
費　
２
０
９
，
８
１
６
円
）

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
生
委
員
に
よ
り

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
手
作
り
の
年

越
し
そ
ば
や
ち
ら
し
寿
司
を
お
届
け
し

ま
し
た
。

平
成
23
年
度
に
お
い
て
、
志
布
志
市
で
の
共
同
募
金
の

活
用
事
業
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

23
年
度
配
分
金
総
額�

４
，１
４
５
，０
０
０
円

赤い羽根共同募金は下記の事業等に使われています！（平成 23 年度活用事業）

平成２4年度赤い羽根共同募金運動が始まります

「地域の福祉 ・ みんなで参加」
運動期間  10 月1日～12 月 31日



　
８
月
４
日
に
社
会
福
祉
法
人
若
草
会
学
童
保

育
、
ち
り
め
ん
太
鼓
で
お
な
じ
み
の
メ
ン
バ
ー
と

園
児
と
八
野
校
区
民
と
で
焼
肉
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
お
に
ぎ
り
で
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
、
教
育
長
、
市
役
所
関
係
者
の
援
助
も

あ
り
、
こ
こ
１
年
半
位
静
か
な
こ
の
地
に
学
童

保
育
の
子
供
達
の
声
、
ち
り
め
ん
太
鼓
の
響
き

が
野
山
に
広
が
り
、
ま
た
、
八
野
に
明
る
い
日

差
し
が
入
り
、
高
齢
者
に
も
楽
し
み
喜
び
が
増

え
、
一
日
一
日
元
気
に
過
ご
せ
そ
う
で
す
。

　
よ
う
こ
そ　
こ
ど
も
た
ち�（
見
野　
初
美
）

　
８
月
25
日
㈯
午
後
６
時
半
よ
り
、
ご
家
族
の

方
、
お
孫
さ
ん
な
ど
沢
山
来
園
さ
れ
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
お
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
演
奏
で
は
、祭
り
の
ハ
ッ

ピ
を
着
た
入
園
者
の
方
々
が
真
剣
で
楽
し
そ

う
に
小
太
鼓
を
鳴
ら

し
、
そ
の
姿
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
方
々

の
優
し
い
心
配
り
、
み

な
さ
ん
の
笑
顔
に
ふ

れ
、
ほ
っ
こ
り
温
か

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。�

（
坂
元　
聡
子
）

“
ハ
イ
ジ
の
学
校
”
誕
生　
　

（
旧
八
野
小
学
校
跡
）

賀
寿
園
夏
祭
り

市
民
編
集
員
取
材
日
記

〈原田地区サタデー〉開催しました！

寝具洗濯乾燥消毒サービスを行いました。

○
開
催
日

　
平
成
24
年
11
月
１
日
（
木
）

○
開
催
場
所

　
国
民
宿
舎
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ
リ

　
（
志
布
志
町
夏
井
ダ
グ
リ
岬
遊
園
地
近
く
）

結婚後50年目を金婚と言って、
とっても、おめでたいことなん
じゃ。わしら夫婦は来年、金
婚じゃぞ～みんなに金婚式で
会えるのが楽しみじゃな～

平
成
24
年
度
志
布
志
市

金
婚
式

を
開
催
い
た
し
ま
す
！

金婚式って何？

　

７
月
21
日
（
土
）
有
明
町
原
田
小
学
校
に

て
原
田
サ
タ
デ
ー
広
場
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

非
常
食
炊
き
出
し
体
験
や
高
齢
者
疑
似
体

験
を
し
て
、
や
さ
し
い
子
供
達
が
育
つ
よ
う

に
福
祉
の
心
が
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
す
。

※�

対
象
者
に
つ
い
て
は
各
民
生
委
員
、
各
自
治
会

長
の
方
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
志
布
志
市
社
会

福
祉
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
し

て
、申
込
み
を
さ
れ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　�

当
日
の
急
な
参
加
受
付
は
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
下
さ
い
。【
今
年
度
対
象
者
で
締
切

り
後
に
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
ご
夫
婦
に
つ
き
ま
し

て
は
来
年
度
金
婚
式
の
出
席
と
な
り
ま
す
。】

【
対
象
者
】

⃝�

ふ
と
ん
等
の
衛
生
管
理
が
困

難
な
六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
及
び
夫
婦
の
み
の

世
帯

⃝�

老
衰
、
心
身
の
障
が
い
、
及

び
疾
病
等
の
理
由
に
よ
り
寝

た
き
り
等
に
な
っ
た
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者

⃝�

重
度
の
身
体
障
が
い
（
一
種
）

の
た
め
に
寝
た
き
り
等
に

な
っ
た
身
体
障
が
い
者
（
児
）

※�

対
象
者
は
、
一
人
に
つ
き
寝

具
類
三
枚
を
申
請
で
き
ま
す

　
（
年
二
回
実
施
）

その他にも志布志市社会福祉協議会では、福祉体験学習を実
施しております。学校または、地区等でされたい場合はご連絡
下さい。（連絡先は６ページ上段をご覧下さい）

かわいいひょっとこさん登場 !

実施者数
（人） 寝具枚数

有 明 町 ２６ ７０

志布志町 ２７ ７８

松 山 町 ３９ １０５

合　計 ９２ ２５３

※実施利用者・枚数

段差があったら、あわてないで慎重にね。

上手にできたよ～！！
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〜ボランティアで深めよう　みんなのきずな〜

有明小　発表

活動展示コーナー

防災に関するコーナー

泰野小　発表

手作り体験コーナー

パトカー試乗体験

通山小　発表

非常食炊き出し

ボラレンジャー

特産品販売

ちろい倒し

無料コーナー

抽選会

ボランティア団体物品販売

第７回 志布志市ボランティアまつり開催！

　８月１９日（日）に志布志市健康ふれあいプラザにて『第７回志布志市ボランティアまつり』を開催いた
しました。「ボランティアで深めよう　みんなのきずな」をキャッチフレーズとし、市民の皆様にボランティ
アに対する理解と関心を高めようと積極的な参加を図り、８００名と沢山の方に参加していただきました。
当日のまつりの模様を一部ですが、ご紹介いたします。

　開会行事では、福祉体験学習発表として有明小学校、ボランティア協力校活動事例発表として通山小学校と
泰野小学校が発表をし、おもしろアトラクションでは通山伝統芸能保存会による「ちろい倒し」が行われました。

　コーナー関係では手作り体験、パトカー・白バイ・カキ氷等無料コーナー・福祉施設特産品販売・バザー
など沢山の催し物があり、行列が出来るほどの大盛況でした。

開会行事

コーナー関係

閉会行事
　閉会行事ではアトラクションとしてボランティ
アを愛するボラレンジャーのショーや抽選会を開
催いたしまして、大いに盛り上がりました。

　無事事故もなくボランティアまつりを終えるこ
とが出来ました。参加された皆様、また運営にご
協力をしてくださいました中
高生、一般ボランティアの皆
様、スタッフの皆様に厚くお
礼を申し上げます。
　ありがとうございました。

皆様に厚くお礼を
申し上げます。

（６年生  稲付 竜矢君  他 16 名） （５年生  稲森 亘輝君  他５名）（６年生  阿瀬知 翔君）
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一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
、
一
人
だ
け
で
は
生
活
の
困

難
な
心
身
の
不
自
由
な
方
な
ど
援
助
を

必
要
と
す
る
方
々
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

協
力
し
て
援
助
を
必
要
と
す
る
方
々
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
に
、
左
に
あ
る
イ
ラ
ス

ト
の
よ
う
に
地
域
住
民
と
関
係
機
関
が

相
互
に
協
力
し
合
う
「
た
す
け
あ
い
の

輪
」
を
形
成
し
、
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
た
声
か
け
や
安
否
確
認
な
ど
の
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
志
布
志
市
社

会
福
祉
協
議
会
で
は
、こ
の
よ
う
な
「
近

隣
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

志
布
志
市
の
校
区
公
民
館
を
中
心
に

現
在
21
の
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
り
、
近
隣
住
民
や
民
生
委
員
、

協
力
員
、
自
治
会
長
等
が
地
区
内
の
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
要
援

護
者
の
方
々
へ
見
守
り
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
志
布
志
市
内
に
は
松
山
町
・
志

布
志
町
・
有
明
町
の
各
校
区
に
計
30
の
近

隣
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

１
．�

要
援
護
者
の
精
神
的
支
え
に
な
る
。

２
．�

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
よ
り
在

宅
生
活
が
継
続
で
き
る
。

３
．�

介
護
保
険
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
対
象

と
な
ら
な
い
人
の
支
え
と
な
る
。

４
．�

要
援
護
者
が
危
険
な
状
態
に
陥
ら

な
い
よ
う
防
止
。

５
．�

要
援
護
者
の
状
態
の
変
化
を
確
認

で
き
る
。

６
．�

孤
独
死
の
防
止
、
ニ
ー
ズ
の
早
期

発
見
が
で
き
る
。

７
．�

住
民
相
互
の
助
け
合
い
、
交
流
、

援
助
の
輪
が
広
が
る
。

見
守
り
・
声
か
け
・

安
否
確
認
の
活
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
！

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に

お
い
て
活
動

近
隣
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
の
効
果
は
？

「住み慣れた地域で安心して暮らしたい！」
～近隣福祉ネットワーク活動を推進しています。～

見守り・援助

近隣
住民

福祉
団体

福祉
施設

警察
消防

福祉
事務所

市役所

自治会

保健所

社協

学校

民生委員
児童委員

ボランティア

調査・サービス

支援を必要と
する方・家族
支援を必要と
する方・家族

　
ひ
と
昔
前
、
夏
休
み
に
入
る
と
子
供
た

ち
の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

　
今
は
、
子
供
の
減
少
に
伴
い
、
地
域

か
ら
は
走
り
回
る
子
供
の
声
が
聞
け
ず

寂
し
い
と
の
声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
現
状
の
な
か
、
市
内

３
か
所
で
地
域
の
方
々
に
よ
る
「
子

育
て
サ
ロ
ン
」
が
立
ち
上
が
っ
て
お

り
、
今
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
交
流

会
を
８
月
９
日
、
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
紹
介

を
し
て
い
た
だ
き
、
手
作
り
お
や
つ

の
提
供
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
牛

乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
づ
く

り
等
日
頃
の
活
動
を
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
親
子
で
で

き
る
簡
単
な
体
操
や
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
に
挑
戦
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

は
、「
お
互
い
の
活
動
が
理
解
で
き

た
。
ま
だ
話
し
た
い
。
体
操・バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
も
と
て
も
楽
し
く
、
地
域

で
活
用
し
た
い
。
ま
た
、
交
流
会
を

開
催
し
て
ほ
し
い
。」
と
の
要
望
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
更
に
、
よ
り
多
く
の
地
域
の

方
々
が
気
軽
に
集
え
る
子
育
て
サ
ロ
ン

の
立
ち
上
げ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
地
域
の

中
で
子
育
て
支
援
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？

地
域
が
子
育
て
を

応
援
し
て
い
ま
す
！

～
子
育
て
サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
～

バルーンアートに挑戦 ! グループワークの様子

■ 2012.9（5）



◦この紙面に関するお問い合わせはこちらまで！！
　・志布志市社会福祉協議会　志布志本所　☎ 099-472-1800
　 　有　明支所　☎ 099-474-0310
　 　松　山支所　☎ 099-487-2001

　

志
布
志
町
で
は
、
８
月
４
日
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
賀
寿
園
の
ご
協
力
の

も
と
、
志
布
志
町
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

毎
年
、
高
校
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
学
生
に

体
験
し
て
欲
し
い
た
め
、
今
年
か
ら
、
志

布
志
町
内
の
中
学
校
に
も
参
加
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
志
布
志
中
学
校
か
ら
３
名
、

志
布
志
高
等
学
校
か
ら
１
名
合
計
４
名
で

施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

初
め
は
、
全
員
緊
張
し
て
い
る
様
子
で

し
た
が
、
終
わ
る
頃
に
は
、「
自
分
が
思
っ

て
い
た
よ
り
、
楽
し
く
活
動
で
き
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
達
と
も
、
も
っ
と
お
し
ゃ
べ
り

を
し
た
い
と
思
っ
た
。」「
個
人
個
人
で
性

格
や
特
徴
が
全
然
違
う
な
と
思
い
ま
し

た
。
介
護
福
祉
士
っ
て
、
と
て
も
大
切
な

仕
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。」
な
ど
、
福
祉

施
設
の
方
の
苦
労
や
大
変
さ
、
利
用
者
の

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
た
時

の
喜
び
な
ど
、
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
事
が

出
来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
福
祉
の
大
切

さ
を
知
り
将
来
の
進
路
に
役
立
て
て
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

有
明
町
で
は
、
８
月
２
日
～
３
日
に

か
け
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
小
松
の
里

に
て
職
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と

中
学
生
を
対
象
に
し
た
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

宇
都
中
学
校
か
ら
、
３
名
の
参
加
が
あ

り
（
１
年
生
１
名
、
３
年
生
２
名
）
そ
れ

ぞ
れ
に
、「
介
護
を
体
験
し
て
み
た
い
」「
将

来
の
た
め
に
役
立
て
た
い
」「
介
護
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
見
て
み
た
い
」

と
い
う
意
欲
の
も
と
、
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
は
、
戸
惑
い
も
あ
り
慣
れ
な
い
様
子

で
ぎ
こ
ち
な
さ
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
利

用
者
の
方
・
職
員
の
方
の
優
し
い
声
か
け
に

不
安
も
な
く
な
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
笑
顔
で
楽
し
そ
う
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

介
護
の
大
変
さ
を
学
ん
だ
反
面
、
や

り
が
い
を
感
じ
る
仕
事
だ
と
い
う
こ
と

を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
よ
う
で
す
。

　
最
後
に
は
、「
今
後
も
、
こ
う
い
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
み
た
い
」
と
、
は

つ
ら
つ
と
し
た
表
情
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

松
山
町
で
も
、
８
月
２
日
～
３
日
に
養

護
老
人
ホ
ー
ム
あ
け
ぼ
の
園
に
て
、
８
月

７
日（
火
）に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
っ

ち
く
に
て
、
両
園
の
職
員
の
皆
様
の
ご
協

力
の
も
と
中
学
生
を
対
象
に
し
た
サ
マ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

松
山
中
学
校
の
生
徒
７
名
（
３
年
生

６
名
・
１
年
生
１
名
）
の
参
加
が
あ
り
、

あ
け
ぼ
の
園
で
２
日
間
で
延
べ
、
８
名
、

や
っ
ち
く
で
４
名
体
験
学
習
し
ま
し
た
。

　

三
年
生
は
、
毎
年
参
加
し
て
い
る
生
徒
が

多
く
、
前
回
に
比
べ
、
よ
り
深
く
学
習
す
る
こ

と
が
で
き
、「
あ
り
が
と
う
の
言
葉
を
も
ら
え

て
嬉
し
か
っ
た
。」「
将
来
、
福
祉
関
係
の
職
に

就
き
た
い
」
と
の
感
想
で
し
た
。
又
、
一
年
生

は
初
め
て
で
し
た
が
「
人
と
の
接
し
方
・
何
で

も
自
分
か
ら
進
ん
で
や
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
」
と
の
感
想
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
が
、
若
い
世
代
か
ら

い
っ
ぱ
い
広
が
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
！

　

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
と
お
し
て
社
会

福
祉
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
と
も

に
生
き
て
い
く
視
点
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
と
な
る
よ
う
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

月
間
（
７
～
８
月
）」
に
合
わ
せ
、ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
プ
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
内
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
に
１
日

福
祉
体
験
学
習
で
あ
る
「
サ
マ
ー
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

夏休みの良い思い出となりました !

食事の準備のお手伝い

あけぼの園で夏祭りの準備中

賀寿園夏まつり練習中♪

一緒に楽しくレクリエーション !

やっちくにて
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輪多市とは

「多くのボランティアの輪を志布志市に広めましょう」の意味です。

ボランティアセンター便り

輪 市多 のボランティア

実習生受け入れについて

モトム。
アナタのつながり。
ミンナの輪。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
人
の
つ
な
が
り
を

分
か
ち
合
う
も
の
で
す
。

ともだち!

　

７
月
30
日
（
月
）、
有
明
町
の
野
神
青

少
年
館
に
て
市
内
小
中
学
校
教
職
員
等

17
名
の
参
加
の
も
と
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
学
校
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
様
々
な
福
祉
活
動
の
啓
発
に

役
立
て
て
頂
け
る
よ
う
に
教
職
員
を
対

象
に
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
７

回
目
に
な
り
ま
す
。

　

初
め
に
、
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
で
非
常
食

作
り
を
体
験
し
た
あ
と
、
野
神
地
区
社

協
の
津
町
学
さ
ん
に
よ
る
「
地
区
社
協

の
活
動
」
発
表
や
原
田
サ
ロ
ン
会
長
の

小
野
朱
美
さ
ん
に
よ
る
「
原
田
サ
ロ
ン

と
小
学
校
の
交
流
活
動
」
の
事
例
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
の
武
田
和
子
さ

ん
に
よ
る
「
高
齢
者
や
子
供
も
楽
し
め
る

体
操
」
で
は
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
楽
し
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。
動
い
た
後
に
は
、
楽
し

い
昼
食
の
時
間
。
自
分
で
作
っ
た
非
常
食

と
野
神
社
協
婦
人
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
手

作
り
郷
土
食
を
頂
き
、
美
味
し
く
て
お
な

か
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
野
神
校
区
の
老
人
ク

ラ
ブ
の
方
々
と
交
流
で
昔
な
が
ら
の
遊
び

を
と
て
も
丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
懐
か
し
さ
あ
り
、
驚
き
あ
り
で
し

た
。
休
憩
を
挿
ん
で
お
は
な
し
グ
ル
ー
プ

ぴ
こ
ろ
代
表
の
川
上
み
ゆ
き
さ
ん
に
よ
る

認
知
症
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
が

あ
り
、「
認
知
症
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り

た
か
っ
た
」
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
高

齢
者
疑
似
体
験
で
は
、
高
齢
者
疑
似
体
験

セ
ッ
ト
を
装
着
し
高
齢
者
に
少
し
で
も

近
づ
け
た
と
思
い
ま
す
。
車
椅
子
や
福
祉

バ
ス
試
乗
な
ど
体
験
が
あ
り
、
思
っ
て
い

た
以
上
に
体
を
動
か
す
こ
と
の
大
変
さ

を
学
び
良
い
経
験
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

今
年
は
有
明
町
野
神
校
区
公
民
館

市
ヶ
谷
誠
館
長
を
初
め
、
校
区
社
協
婦

人
部
の
皆
さ
ん
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々

に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

教
職
員
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　８月６日より、９月５日ま
で鹿児島国際大学３年生の
坂元宏行さんがソーシャル
ワーク実習生として志布志市
社会福祉協議会にて職場実
習やソーシャルワーク実習をしました。

○感想
　実習を受けて一番印象に残っているのは
歌の宅配事業です。県内でも行っているの
は志布志市だけで、貴重な体験をさせても
らいました。他にも子育てサロンや高齢者
サロンが立ち上がるまでの経緯なども知る
ことができました。
　実習をする前までは子育てサロンや歌の
宅配の事業、共同募金の使い道などはわか
りませんでした。地域の人達も事業の中身
は知らない人が多いと思いますが、もっと
知っていただければ興味を持ち、参加者が
増えるのではないかと思いました。

みんな一同に、
ハイ、チーズ !!

さあ、大きく手を
上に挙げて ＼（^ ^）／
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第
40号

 2012.9
社

協
シ

ン
ボ

ル
マ

ー
ク

発
�行
/� 社

会
福
祉
法
人
�志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
志
布
志
市
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

�
志
布
志
市
志
布
志
町
志
布
志
3222-1

TEL：
099-472-1800　

　
FAX：

099-472-1593
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
http://shibushi-syakyo.jp/

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
info@

shibushi-syakyo.jp

東
日
本
大
震
災
義
援
金

心配ごとがありましたら… 相談内容等の秘密は厳守します。ぜひ、
お越し下さい。なお、相談料は頂きません。～金銭、年金、家族、住宅、ご近所トラブルなど～

10 月 ･11 月の日程

●：志布志地区 472-1800
　　（健康ふれあいプラザ内）
●：松山地区　 487-2001
　　（老人福祉センター内）
●：有明地区　 474-0310
　　（市民センター内）

相談時間
10：00〜15：00※日程は都合により変更になる場合があります。右記までお気軽にお問い合わせ下さい。

※
お
詫
び
と
訂
正

　

第
39
号
「
篤
志
寄
附
金
」
に

つ
い
て
、
志
布
志
地
区
受
付
の

「
志
布
志
町
　
町
原
　
陣
之
内
雅

子
」
と
掲
載
を
し
ま
し
た
が
、

正
し
く
は『
陣
之
内
正
子
』で
す
。

　

ま
た
、
９
ペ
ー
ジ
の
「
志
布

志
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
・

評
議
員
の
交
代
の
お
知
ら
せ
」

に
お
い
て
、「
社
会
福
祉
居
議

会
　
評
議
員
の
交
代
」
と
掲
載

を
し
ま
し
た
が
、正
し
く
は
『
社

会
福
祉
協
議
会
　
評
議
員
の
交

代
』
で
す
。
訂
正
を
し
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
の
お

礼
に
か
え
て
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
頂
き
ま
し
た
ご
寄

附
は
、
志
布
志
市
の
地
域
福
祉
向

上
の
た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
平
成
24
年
7
月
1
日
か
ら

平
成
24
年
8
月
31
日
ま
で
）

自
治
会
名　

寄
附
者
名　

物
故
者
名

（
敬
称
略
）

水
ヶ
迫
団
地　

橋
口
昭
治　

故
民
子

一
丁
田　

松
下
幸
郎　

故
ツ
ル
エ

西
横
尾
下　

冨
髙
幸
子　

故
地
頭
薗
ミ
ネ

大　

越　

有
馬
正
子　

故
幸
男

町　

原　

内
田
哲
朗　

故
反
子

駅
通
り　

中
水
陽
子　

故
イ
ソ
ヨ

外
之
牧　

東
郷
實
博　

故
京
子

上
昭
和　
児
玉
ミ
キ
子　

故
幸
春

柳
井
谷　

新
地　

伯　

故
キ
ミ
エ

下
大
黒
三
丁
目　

池
畑
知
治　

故
キ
ミ
子

仲　

町　

守
山
弘
子　

故
和
佐
裕
夫

松
波
住
宅　

中
水
ア
エ　

故
實

昭　

和　

西
岡
朋
子　

故
甲
斐
正
四
郎

橋
之
口　

橋
口
好
春　

故
ト
ミ
子

横　

峯　
坂
上
フ
ヂ
子　

故
翠

平　

床　
西
江
園
一
久　

故
フ
ミ

中
学
校
通
り　

児
玉
凉
子　

故
村
司

潤
ヶ
野　

牧　

愛
子　

故
誠

中
西
谷　

坂
田
秋
子　

故
中
野
親
俊

昭　

和　

持
田
ノ
ブ　

故
勉

中
学
校
通
り　
中
山
賢
一
郎　

故
克
己

天　

提　

溝
口
六
郎　

故
溝
口
ト
シ
子

紺　

屋　
藤
後
美
津
子　

故
実
實

上　

門　

道
辻
富
子　

故
直

町　

原　
徳
留
日
出
明　

故
文
雄

南
大
原　

町
田
佳
仁　

故
勝
弘

吉　

原　

加
塩
睦
吉　

故
勝
子

宮　

塩　

宮
下
俊
幸　

故
ヱ
ミ

下
通
山　
立
本
伊
智
子　

故
中
島
ミ
キ

原
田
地
区　
草
場
レ
イ
子　

故
利
郎

上
高
吉　

鍋　

德
男　

故
シ
ヅ

中
方
限　

瀬
戸
律
子　

故
假
屋
ト
ミ
子

西　

下　
高
松
け
い
子　

故
忠
雄

第
一
上
苑　

上
野
ミ
エ　

故
一
彌

荷　

返　

川
畑
兼
一　

故
喜
子

西
中
組　

野
間
ミ
エ　

故
秀
雄

東
原
中　

牧
た
つ
子　

故
輝
盛

通　

山　
佐
藤
ミ
ヤ
子　

故
宗
春

岩　

屋　

三
浦
通
二　

故
八
重
子

飯　

山　

宮
脇
康
廣　

故
正
秋

猜
ヶ
宇
都　
小
宇
都
す
ず　

故
杉
田
ミ
カ

通　

山　

昌
山　

操　

故
丸
山
マ
ツ
エ

川　

路　

新
地
政
治　

故
ト
ム

大　

続　
山
下
み
ち
え　

故
一
男　

久
保
園　

樋
渡
道
子　

故
秀
臣　

本　

町　
宮
田
ミ
ヨ
子　

故
安
夫

大
隅
町　
安
田
マ
サ
子　

故
和
田
サ
チ

川
路
二
区　
中
村
ス
ズ
コ　

故
嘉
吉　

東
野
久
尾　

有
馬
智
哉　

故
和
増

古　

渡　
小
玉
ム
ツ
子　

故
時
男

　

次
の
事
業
所
・
団
体
・
個
人
の

方
々
よ
り
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
有
意

義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

・
森
重
倫
哉

・
ス
ー
パ
ー
ぬ
き
さ
こ

・�

養
護
老
人
ホ
ー
ム　

あ
け
ぼ
の
園

・
社
会
福
祉
法
人　

松
山
や
っ
ち
く
会

・
匿
名

・
ま
ち
づ
く
り
同
好
会　

奥
山　

繁

「
曽
於
１
０
０
年
史
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ

・
志
布
志
東
洋
埠
頭
株
式
会
社

取
締
役
社
長　

西　

修�

一

も
ち
米
３
㎏
入
り
を
15
俵

（
7
月
16
日
～
9
月
15
日
受
付
分
）

　

合
計
金
額
：
３
６
，
５
１
４
円

・
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン　

ケ
ン
ジ

・�

第
７
回
志
布
志
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ま
つ
り
参
加
者

・�

志
中
38
卒
50
周
年
記
念
「
健
」
同
窓
会

・
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
義
援
金
箱

（
平
成
23
年
３
月
14
日
～

平
成
24
年
9
月
15
日
受
付
分
）

こ
れ
ま
で
の
合
計
金
額
：

１
１
０
９
万
９
，
０
５
５
円

　

志
布
志
市
健
康
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
が
、
現
在
、
浴
室
の
機
器
設

備
等
の
老
朽
化
に
よ
り
故
障
が

相
次
い
で
い
る
為
、
左
記
の
日

程
で
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
入
浴
を
中
断

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
工
事
期
間
の
日
程
に
つ

き
ま
し
て
は
、
決
ま
り
次
第
プ
ラ

ザ
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
了
承
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※�

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
追
っ

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

志
布
志
市
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

お
風
呂
工
事
に
よ
る

利
用
中
止
の
お
知
ら
せ

社
団
法
人

 

鹿
児
島
県
タ
ク
シ
ー
協
会
様

  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

社
団
法
人
鹿
児
島
県
タ
ク
シ
ー

協
会
様
よ
り
、
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
、
当
協
議
会
へ
車
椅

子
を
１
台
頂
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
市
民
の
方
々
へ
貸
出
等

に
て
有
効

活
用
し
て

い
き
た
い

と
思
い
ま

す
。
誠
に

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

《
改
修
工
事
期
間
》

平
成
24
年
10
月
中
旬
～

平
成
24
年
12
月
ま
で

（
予
定
）
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地
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有
明
地
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志
布
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